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社会福祉法人みのり福祉会 

令和７年 9月 30 日発行 
10・11 月号 

内部向け情報誌 

あおぞらいちば ≪経済について≫ 

自民党総裁選も近いので、今回は政治に関わることを書きたいと思います。といっても、政治色

は強くないお話です。  

 多くの給与所得者は、社会保険料を収め、生活や余暇に係る消費をし、経済をまわしています。

補償を受けている方々も、これまで頑張って納めてきた分の補償を受け、生活に必要な消費をする

ことで地域の経済を動かしています。  

 このような日常の中で、実際は「自分が経済をまわしている」という実感を持つことは少なく、

ただ生活を切り盛りしている感覚しかないのではないでしょうか。  

 先日、私は「経済が動いている」「この人が経済をまわしている」ということを体験しました。そ

れは、宮城県石巻からフェリーに乗り「田代島」という島に滞在していた時のことです。  

 田代島は、島民より猫の数が多いことで有名な観光地です。高速フェリーで約 40 分。多くの

方々は日帰りで猫の集まるスポットを訪れ、食事をし、写真を撮り、観光して帰っていきます。平

日でしたがフェリーには 50人以上が乗船していました。私はキャンプ泊をしたので、島の外周を

回ったり、観光客のいない時間を過ごすことができました。  

 島の外周を回った時、猫の集まる観光スポット以外は廃墟が多く、島の半分はほぼ手付かずのジ

ャングルのような状態で、住んでいるのはほとんどが高齢の漁師さん。猫の数が島民を上回ること

は必然でした。  

 実はこの島は、東日本震災の復興支援の対象でもあり、復興に際し外部の若者たちが関わり、現

在はそれらの少数の定住した者が観光スポットの食堂やキャンプ場の運営を担っていました。  

 そんな姿を目の当たりにし、彼らがいなければ観光客が食事する場所や猫の写真を撮る観光スポ

ットもなくなり、観光そのものが成り立たなくなります。そうなれば、1日 3便出ているフェリー

も利用客がいなければ運行の見直しも避けられず、島民の生活はより一層不便になり、島を離れる

決断を迫られる人も増えることでしょう。最終的には、「猫しかいない島」となり、やがては人の

手がはいらない自然の島に戻ってしまうかもしれません。  

 私は、数人の定住者が島民と共に、この観光を守ることで「田代島」の経済を動かしていること

を実感して帰ってきました。  

 この体験は一つの縮図であり、冒頭で触れた私たちの地域経済も同じ流れの中にあります。当た

り前のことかもしれませんが、所得を得て消費することで地域は保たれます。 

このことを、私たちが行っている支援に置き換えると、障がいのある方々が支援や配慮を受け地

域で働き、暮らすことが、地域福祉の持続に繋がります。 地域共生社会の思想そのものをまぢかで

見て、感じてきた「田代島」寄稿でした。 

理事長 坂本光雄 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

マザーサンヤチヨ・オートモーティブシステムズ株式会社様 ～ボランティア交流～ 

マザーサンヤチヨの社員さん 9名が 9/25～9/26の二日間、ボランティアに来てくれました。 

各班の活動に参加して頂き、皆さん楽しそうにしていました！ 

 

 

10/4（土）国リハ並木祭り ※授産品販売 

10/18（土）みちくさバザー ※授産品販売 

11/8（土）みのり祭 
※11/10（月）は振替でお休みとなります。 

10月・11月 

の 予 定 

 

【アルミ缶新規回収先！！】 

・学校法人武蔵野学院武蔵野短期大学 様 

順調に回収量が増えております！ 

引き続きご協力よろしくお願い致します。 

    （アルミ缶担当：平井、原田まで） 

【アルミ缶情報！！】 
【アルミ缶情報】 

令和７年度現在までの回収量は 

アルミ缶 745㎏ 合計 143,820円です。 

皆さまご協力ありがとうございます。 

涼しくなってきたので、外でのプレス作

業を再開しました。 

 

外出訓練（あかつき班 後半グループ） 

 

環境の変化が苦手な為、少人数での参加です。 

情緒が乱れてしまいましたが、無理なく予定を

変更して、無事に外出訓練を終える事ができま

した。 

落ち着かない事もありましたが、マックをおい

しく食べて、楽しんできました。 

 

 今号の特集：新しい班、何してる？～あかつき班編～ 

 暁（あかつき）は夜明けを意味し、新しい一日が始まる

瞬間を表します。班の活動を通して利用者一人ひとりが

新しいことに挑戦し、希望を持って日々をスタートできる

ようにとの願いを込めました。 

一人ひとりが安心して日中を過ごせる事を目指して、

出来ることを頑張っています！ 


